
第 2 「 回 食品の表示に 関する共同会議 

Ⅰー１１Ⅰ 

厚生労働省 薬草・食品衛生審議会食品衛生分科会表示部会 
食品表示調査会 

農林水産省 農林物資規格調査会表示小委員会 l ノ 

日時 : 平成 1 7 年 2 月 3 日 ( 木 ) 

l O  : 0 0 ～Ⅰ 2  : 0 O 

場所     日本郵政公社本社 

2 階共用会議室 A ～ D 

議事次第 

「． 開会 

2. 議事 

(1 ) 生鮮食品の表示について 

(2) 期限表示ガイドラインについて 

(3) 市町村合併に 伴 う 表示について 

(4) その他 

3. 閉会 

配付資料 

資料Ⅰ 生鮮食品の表示について 

資料 2  期限表示ガイドライン 

資料 3  市町村合併に 伴 う 表示について 



  
第 「「 国 資料「より 

生鮮食品の表示について 

  資料「   

0 製品に近接した 掲示 ( ばら売り ) 
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「 現状 
(l)JAS 法 上の生鮮食品と 適用される表示基準 
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農産物、 畜産物‥生鮮食品品質表示基準を 適用 

                                          めされた玄米，精米，・ 玄米及び精米品質表示基準を 適用 ) え 水産物 " 生鮮食品品質表示基準に 力 口 水産物品質表示基準を 適用 
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参考「 :JAS 法における生鮮食品の 範囲 ( 混合 ) 
第 9 回資料 2 より 
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同種混合 : 異種混合 加工品を 加工品 

  
  

旧ム 
ⅠⅠⅠ ヒ目 二コ 

メバチマバ : メバチマバ メバチマバ ゆ で だこ 
日 赤身 十メ : 日 赤身 十 ミ ロ赤身 十 
バチマバロ : ズダコ ( 土 ) ゆでだこ 

  

中 ト ロ   
    

ベツ 千切り : ト レタス 十 ト レタス 十 

: タマネギ 千 コーン ( 加 
Ⅰ切り 二品 ) 

牛 カルビ 十 : 牛 カルビ土 牛カルビ土 牛垣タン 

牛口一ス : 豚 ロース 牛塩 タン 

    現行の生鮮・ 加工の分類の 線引き 

    生鮮食品扱 い " コ     """"" 。 
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  第 9 回資料「を修正 

(2) 生鮮食品品質表示基準の 表示事項 = 名称 千 原産地 

名称一般的名称を 記載 

原産生生下表のとおり 

農産物 

国産品 輸入品 

l@wm@ を記載 ( 市町村名その 他一般 @JJKM@ を記載 ( 一般に知られている 
に 知られている 地名を原産地として 記載 す 地名を原産地として 記載することができ 
ることができる。 ) る 。 ) 

  国産であ る旨を記載 ( 主たる飼養地が 属   
する都道府県名、 市町村名その 他一般に 

畜産物 知られている 地名を原産地として 記載する 
ことができる。 ) 

水産物 

・水域 名 又は地域名 ( 主たる養殖場が 属す ，原産国名を 記載 ( 水域名を併記するこ 
る 都道府県名をい う 。 ) を 記載。 水域 名の とができる。 ) 
記載が困難な 場合は水揚 港名 又は水揚 港 
が 属する都道府県名を 記載することができ 
る 。 ) 
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(3) 水産物品質表示基準の 表示事項 = 「解凍」 十 「養殖」 

( 解凍表示 ) 

冷凍したものを 解凍したものであ る場合、 「解凍」の 旨 表示。 

( 養殖表示 ) 

養殖 米 されたものであ る場合、 「養殖」の 旨 表示。 

紅さけ ( ヵ ナダ産、 養殖、 解凍 ) 

( 表示 例 )   0000  000 円 

正味 量 (9)  l009 当たり 

加工 日 価格 (H) 

保存温度 4 。 C 以下 
0000 

( 株 XOO00 店 消費期限 
000 

00 県 00 市 00  OOOO 

米 「養殖」とは、 幼魚等を重量の 増加又は品質の 向上を図ることを 目的として、 
出荷するまでの 間、 給餌することにより 育成することをい う 。 
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内容量 5ke 

精米年月日 「 7 年 0 月 0 日 
販売者 00 米穀株式会社 

0 県 0 市 00 
毒言舌 0123(45)6789 

Ⅹ生産者が消費者に 直接米を販売する 場合も表示が 必要。 

Ⅹ 米 容器包装されていない 米については、 生鮮食品品質表示基準に 従 い 名称 千 
原産地の表示が 必要。 
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(5) 加工食品と比較した 表示基準の対象範囲 
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  第 9 回資料「より l 

百貨店 

スーパー 

専門店 

(6) 生鮮食品の名称、 原産地の表示の 実施状況 

農産物 畜産物 水産物   コ """""""-" で 「 -- 了 --- Ⅰ 
一 " 一一丁一一 "" 一 "1"  "     

  

            

0%/0   100@ 0% m 40X 60% 80%@ 100% 0% 20% 40% 60% 80% Ⅰ 00% 

適正 不適正 資料 : 総務省調査 ( 食品表示に関する 行政評価・監視結果報告書平成 15 年「 月 ) 
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2. 問題点及び検討課題 

(1) 表示基準の対象範囲 
  

0 加工食品については、 ばら売りや対面 販売については 表示 義 
務 がな い のに対し、 生鮮食品には 表示義務があ る。 このため、 

Ⅰ /h            小売店   吉士・   等についても、 表示が必要。 

  0 表示実施状況をみると、 量販店では既に「 00% 近 い 表示 実 

 
 

  施薬であ るのに対し、 専門 G では、 十分に原産地表示がなされ 
てし ) なし )0 

  0 店舗の形態によっては、 「店主に聞けばわかるので 表示は必 

 
 

要 なし ) 」とし ) う 意見もあ る。 
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(2) 複数種類の生鮮食品を 詰め合わせた 場合の原産地表示方法 
    

二十 一丁 

た 場合、 原産地はそれぞれの 生鮮食品の名称に 併記する。 +: 異なる種類の 生鮮食品で、 複数の原産地のものを 詰め             
バナナ ( フィリピン ) 、 ・‥ )   
f@SIL@ 

0 生鮮食品の詰め 合わせは店頭で 行われる場合も 多く、 その組み合 ね 土は 
  + していない。 

0 多種類の生鮮食品を 詰め合わせた 場合、 全ての生鮮食品に 名称と原産地 
表記するのは 困難な 場合もあ る。 ( 包装の外部から 詰め合わせ内容は 確認 
  

  
日ム   

な 表示方法を検討する 必要はないか。 
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(3) 複数の原産地のものを 混合した場合の 原産地表示方法 

丁古 一丁   
" 軸 
0 特売品等 の 山積み販売の 場合、 複数県の商品を 同時に販売するため ， 
原産地を多い 順に全て正確に 記載することは 困難。 

0 マグロのすき 身、 挽 肉 、 刺身切り落としなど、 複数産地由来のものを 混合 
して販売する 場合、 原産地を多 い 順に正確に全て 記載することは 困難。 

謀主 皇ま 複数の原産地のものを 混合販売する 場合の実行可能な 
表示方法を検討する 必要はないか。 
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(4) 記載する原産地の 決定方法 

課題 工 記載すべき原産地があ い ま いな 場合があ り、 考え方を 
整理する必要はないか。 

例 「 Y 複数の原産地をまたがる 場合 

0   冥境   目えて聖地       る 茎     が生生した聖主   に ついては、 現状で 
は 農地の所在地を 原産地として 記載する ( 属地主義 ) こととされているが、 実 
際には農業者が 所属する農協に 一括して出荷するなど、 厳密に分けて 管理 
することが困難な 場合があ る。 

0 同様な何として、 以下のようなものがあ る。 

，冥境   目えて             几理 される 鶏 ( 食肉処理場で 混合して処理 ) 

・生地   。 に   。 された自生     ( 県 境、 市町村 境 を超えて持ち 込まれた農産 
物が 、 産地市場の所在地を 原産地として 出荷 ) 

，浜吉の古い 港に フ     。 [   。 さ   る フ生   (A 県 沖で捕れたとら ふ ぐを下関に水揚 
げ ) 等 
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例 2) 種子、 種苗等を他地域から 導入する場合 

0 養殖水産物の 場合、 種苗 ( 稚魚等 ) 生産地と、 養殖 地 が異なる 場合があ 

る 。 [ 現状 : 養殖 地 が原産地 ] 

( 例 : 香川はまち ( 九州から稚魚を 入手し香川で 養殖 ), 愛媛かき ( 広島から 
稚貝を導入し 愛媛で養殖 バ 

0 他県で製造したり、 輸入した 菌 床しいたけの     床     い     Ⅱの黒でしいた 
ナ ｜ ，片 し、 販売する例も 存在。 [ 現状 : 栽培した県が 原産地 ] 

B ム 
0 国内栽培の農産物の 場合，   童 子は覚     で   舌又 したものを使用する 場合も 
多 い 。 [ 現状 : 栽培した県が 原産地 ] 

( 例 : ホウレンソウの 種子は、 大半が外国で 採取したもの ) 
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日ム 例 3) 輸入される農畜水産物の 場合 
  

0 輸入される農畜水産物の 原産国ほついては、 その根拠を通関の 際の書類 
( 輸入申告 控等 ) に頼らざるをえないのが 現状。 

0 一方、 以下の例のように、 輸入される前に 複数の国を経由する 生鮮食品も 
存在。 

・ A 国で栽培、 収穫された農産物を B 国 経由 ( 単なる船舶・ 航空機の変更の 場 
合などは除く ) で輸入 づ 「 B 国産」 

・ A 国で産まれ育った 牛を B 国でと 畜 、 ブロ 、 ソク にして輸入 づ 「 B 国産」 

・水産物の場合， 採 捕された国と 切り身、 冷凍した国が 異なる場合が 多いが   
切り身の形態によって 通関上の原産国が 異なる。 (3 枚おろしの場合切り 身に 
した国が、 2 枚おろしの場合 採捕 した国が原産国 ) 
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(5) 生鮮魚介類     
0 原産地の表示方法として、 水域 名 、 漁港 名 、 都 道府県名、 輸入国名等が 
" 在 。 

0 従来日本で食されていなかった 外国の魚介類等が 増加し、 一部 Ⅰ f ； 
調を。 える場合が存在。 0 水産庁ガイドラインで 整理されている。 ) 

0 養殖水産物の 表示 

・ カキ ，ノリなど、 一般に養殖であ ると認識されていながら、 JAS 法 上奏 
殖の定義に該当しないものの 取扱い。 ボ 養形 殖 ペハツ 生花心 力棟 。Ⅹ ん し あ る中での「 主ナ こ る 養殖場 l の考え方。 

課題ま生鮮魚介類の 表示について ，わかりやすく 見直す必要 
はないか。 
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(6) 玄米，精米 
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( 玄米，精米独自の 表示事項 ) 

，原料玄米の 内訳 ( 産地、 品種、 産年 ) 

  精米年月日 

0 多様な消費者の 志向に従 い 、 ブレンド 米 、 無洗米等，さまざまな 形態の米 
AiSil@tz-CL@o 
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